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議案番号 議案名 ページ

第３７９０号 福岡広域都市計画区域区分の変更（福岡県決定）について １～６

第３７９１号 北九州広域都市計画区域区分の変更（福岡県決定）について ７～１２

第３７９２号 久留米小郡都市計画区域区分の変更（福岡県決定）について １３～１８

第３７９３号 大牟田都市計画区域区分の変更（福岡県決定）について １９～２４

第３７９４号 北九州広域都市計画臨港地区の変更（福岡県決定）について ２５～２７

第３７９５号 京築広域景観計画の変更（福岡県策定）について ２８～２９

第２３０回福岡県都市計画審議会議案第２３０回福岡県都市計画審議会議案第２３０回福岡県都市計画審議会議案第２３０回福岡県都市計画審議会議案



第３７９０号議案 

                         ２ ９ 都 第 １ ３ ９ １ 号 

                         福岡県都市計画審議会 殿 

 

 

 

都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第２１条第２項の規定において準用する同 

法第１８条第１項の規定に基づき、次の事項について付議します。 

 

 

 

福岡広域都市計画区域区分の変更（福岡県決定）について 

 

 

 

平成２９年８月２８日 

 

                      福岡県知事 小 川  洋 

1



 

 

福岡広域都市計画区域区分の変更（福岡県決定） 

 

都市計画区域区分を次のように変更する。 

 

 

１ 市街化区域及び市街化調整区域の区分 

「計画図表示のとおり」 

 

 

２ 人口フレーム 

                    年  次 

区  分 

平成２２年 平成３２年 

（基準年） （基準年の１０年後） 

都市計画区域内人口 ２，２９１千人 ２，４１０千人 

 

市街化区域内人口 ２，１６９千人 ２，２９１千人 

 

配分する人口 - ２，２４５千人 

保留する人口 - ４６千人 

 
（特定保留） - ０人 

（一般保留） - ４６千人 

 

理由 

 

別紙のとおり 

2



 

 

別紙 

 

理 由 書 

 

本都市計画区域は「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」における「区域区分の決定

の有無及び区域区分を定める際の方針」として、「区域区分」を定めることとしています。 

今回の見直しは、第７回の定期見直しにおいて保留された人口フレーム内で、計画的な市街

化が確実と見込まれる１１地区について市街化区域に編入する他、２地区について境界の明確

化のため区域区分を変更するものです。 
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新
 

旧
 

 

都
市
計

画
区

域
区
分
を
次

の
よ
う
に

変
更
す
る
。
 

 

 

１
 

市
街

化
区

域
及

び
市

街
化

調
整

区
域

の
区

分
 

「
計
画
図
表
示
の
と
お
り
」
 

 

 

２
 

人
口

フ
レ

ー
ム

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
次

 

区
 

 
分

 

平
成

２
２

年
 

平
成

３
２

年
 

（
基

準
年

）
 

（
基

準
年

の
１

０
年

後
）
 

都
市

計
画

区
域

内
人

口
 

２
，

２
９

１
千

人
 

２
，

４
１

０
千

人
 

 

市
街

化
区

域
内

人
口

 
２

，
１

６
９

千
人

 
２

，
２

９
１

千
人

 

 

配
分

す
る

人
口

 
-
 

２
，

２
４

５
千

人
 

保
留

す
る

人
口

 
-
 

４
６

千
人

 

 
（
特

定
保

留
）
 

-
 

０
人

 

（
一

般
保

留
）
 

-
 

４
６

千
人

 

 

 

 

都
市
計

画
区
域
区
分
を

次
の
よ
う
に

変
更
す
る
。
 

 

 

１
 

市
街

化
区

域
及

び
市

街
化

調
整

区
域

の
区

分
 

「
計
画
図
表
示
の
と
お
り
」
 

 

 

２
 

人
口

フ
レ

ー
ム

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
次

 

区
 

 
分

 

平
成

２
２

年
 

平
成

３
２

年
 

（
基

準
年

）
 

（
基

準
年

の
１

０
年

後
）
 

都
市

計
画

区
域

内
人

口
 

２
，

２
９

１
千

人
 

２
，

４
１

０
千

人
 

 

市
街

化
区

域
内

人
口

 
２

，
１

６
９

千
人

 
２

，
２

９
１

千
人

 

 

配
分

す
る

人
口

 
-
 

２
，

２
４

２
千

人
 

保
留

す
る

人
口

 
-
 

４
９

千
人

 

 
（
特

定
保

留
）
 

-
 

０
人

 

（
一

般
保

留
）
 

-
 

４
９

千
人
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新
 

旧
 

 

理
由
  

別
紙
の
と
お
り
 

  

 

                      

  

 

理
由
  

別
紙
の
と
お
り
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新
 

旧
 

別
紙

 

 

理
 
由
 

書
 

 

本
都
市
計
画
区
域
は
「
都

市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」
に

お
け
る
「
区
域
区
分
の
決
定

の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針
」
と
し
て
、
「
区
域
区
分
」
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

今
回
の
見
直
し
は
、
第
７

回
の
定
期
見
直
し
に
お
い
て
保
留
さ
れ
た
人
口
フ
レ

ー
ム
内
で
、
計
画
的
な
市
街

化
が
確
実
と
見
込
ま
れ
る

１
１
地
区
に
つ
い
て
市
街

化
区
域
に
編
入
す
る
他
、

２
地
区
に
つ
い
て
境
界
の
明
確

化
の
た
め
区
域
区
分
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。
 

                    

  

別
紙

 

 

理
 
由
 
書
 

 

本
都

市
計

画
区
域

に
お
い
て

は
、
昭

和
４
５
年

に
１
２
月

２
８

日
に
、

線
引
き
に

係
る
都

市
計
画

を
初
め
て

決
定
し
、
以
来
、
６
回
の
定
期
見
直
し
と
６
回
の
随
時
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

今
回

の
見

直
し
は

、
平
成
２

４
年
に

実
施
し
た

都
市
計
画

基
礎

調
査
の

結
果
を
踏

ま
え
、

都
市
の

健
全
な
発

展
と
秩
序

あ
る
整
備
を
図
る
た

め
、

基
本
と

な
る

人
口

フ
レ
ー

ム
を
見

直
し

、
こ

れ
に
対

応
し
た
市
街
化
区
域

の
設
定
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
 

な
お
、
今
回
の
変
更
に
よ
り
、
１
箇
所
の
市
街
化
区
域
編
入
、
１
箇
所
の
特
定
保
留
を
予
定
し
て
い
る
。
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第３７９１号議案 

                         ２ ９ 都 第 １ ３ ９ １ 号 

                         福岡県都市計画審議会 殿 

 

 

 

都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第２１条第２項の規定において準用する同 

法第１８条第１項の規定に基づき、次の事項について付議します。 

 

 

 

北九州広域都市計画区域区分の変更（福岡県決定）について 

 

 

 

平成２９年８月２８日 

 

                      福岡県知事 小 川  洋 

7



 

 

北九州広域都市計画区域区分の変更（福岡県決定） 

 

都市計画区域区分を次のように変更する。 

 

 

１ 市街化区域及び市街化調整区域の区分 

「計画図表示のとおり」 

 

 

２ 人口フレーム 

                    年  次 

区  分 

平成２２年 平成３２年 

（基準年） （基準年の１０年後） 

都市計画区域内人口 １，０５４千人 １，０２９千人 

 

市街化区域内人口 １，００２千人 １，００１千人 

 

配分する人口 - ９９５千人 

保留する人口 - ５千人 

 
（特定保留） - ０人 

（一般保留） - ５千人 

 

理由 

 

別紙のとおり 

8



 

 

別紙 

 

理 由 書 

 

本都市計画区域は「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」における「区域区分の決定

の有無及び区域区分を定める際の方針」として、「区域区分」を定めることとしています。 

今回の見直しは、第７回の定期見直しにおいて保留された人口フレーム内で、埋立竣功に伴い、

計画的な市街化が確実と見込まれる１地区について、市街化区域に編入するものです。 
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新
 

旧
 

都
市
計
画
区
域

区
分
を
次
の

よ
う
に
変
更
す

る
。
 

 

 

１
 

市
街

化
区

域
及

び
市

街
化

調
整

区
域

の
区

分
 

「
計
画
図
表
示
の
と
お
り
」
 

 

 

２
 

人
口

フ
レ

ー
ム

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
次

 

区
 

 
分

 

平
成

２
２

年
 

平
成

３
２

年
 

（
基

準
年

）
 

（
基

準
年

の
１

０
年

後
）
 

都
市

計
画

区
域

内
人

口
 

１
，

０
５

４
千

人
 

１
，

０
２

９
千

人
 

 

市
街

化
区

域
内

人
口

 
１

，
０

０
２

千
人

 
１

，
０

０
１

千
人

 

 

配
分

す
る

人
口

 
-
 

９
５

５
千

人
 

保
留

す
る

人
口

 
-
 

５
千

人
 

 
（
特

定
保

留
）
 

-
 

０
人

 

（
一

般
保

留
）
 

-
 

５
千

人
 

 

都
市
計
画
区

域
区
分
を
次
の

よ
う
に
変
更
す

る
。
 

 

 

１
 

市
街

化
区

域
及

び
市

街
化

調
整

区
域

の
区

分
 

「
計
画
図
表
示
の
と
お
り
」
 

   

２
 

人
口

フ
レ

ー
ム

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
次

 

区
 

 
分

 

平
成

２
２

年
 

平
成

３
２

年
 

（
基

準
年

）
 

（
基

準
年

の
１

０
年

後
）
 

都
市

計
画

区
域

内
人

口
 

１
，

０
５

４
千

人
 

１
，

０
２

９
千

人
 

 

市
街

化
区

域
内

人
口

 
１

，
０

０
２

千
人

 
１

，
０

０
１

千
人

 

 

配
分

す
る

人
口

 
-
 

９
５

５
千

人
 

保
留

す
る

人
口

 
-
 

５
千

人
 

 
（
特

定
保

留
）
 

-
 

０
人

 

（
一

般
保

留
）
 

-
 

５
千

人
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新
 

旧
 

 

理
由
  

別
紙
の
と
お
り
 

  

 

                      

  

 

理
由
  

別
紙
の
と
お
り
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新
 

旧
 

別
紙

 

 

理
 
由
 

書
 

 

本
都
市
計
画
区
域
は
「
都

市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」
に

お
け
る
「
区
域
区
分
の
決
定

の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針
」
と
し
て
、
「
区
域
区
分
」
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

今
回
の
見
直
し
は
、
第
７
回
の
定
期
見
直
し
に
お
い
て
保
留
さ
れ
た
人
口
フ
レ
ー
ム
内
で
、
埋
立
竣
功
に
伴

い
、
計
画
的
な
市
街
化
が
確
実
と
見
込
ま
れ
る
１
地
区
に
つ
い
て
、
市
街
化
区
域
に
編
入
す
る
も
の
で
す
。
 

                    

  

別
紙

 

 

理
 
由
 
書
 

 

北
九

州
広

域
都
市

計
画
区
域

は
、
北

九
州
市
の

一
部
、
中

間
市

、
苅
田

町
の
一
部

の
区
域

で
構
成

さ
れ
て
い

る
。
 

 
こ

の
う

ち
北
九

州
市
に
つ

い
て
は

、
昭
和
４

５
年
１
２

月
２

８
日
に

当
初
の
区

域
区
分

を
都
市

計
画
決
定

し
て
以
降

、
社
会
状
況
の
変
化

に
対

応
す
る

た
め

、
こ

れ
ま
で

に
６
回

の
定

期
見

直
し
に

加
え
、
必
要
に
応
じ

て
随
時
に
見
直
し
を
行
い
、
計
画
的
な
市
街
化
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

  
今

回
の

見
直
し

は
、
平
成

２
４
年

に
実
施
し

た
都
市
計

画
基

礎
調
査

の
結
果
を

踏
ま
え

、
都
市

の
健
全
な

発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
図
る
た
め
、「

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」
に
基
づ
い
て
、
区

域
区
分
の
変
更
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
 

 

 
変
更
箇

所
は
、
民
間
開
発
に

伴
う

市
街
地

整
備

、
公

有
水
面

埋
立
て

、
道

路
・

河
川
等

の
整
備
に
伴
う
境
界

線
の
明
確

化
等
に
よ
る
も
の
で

あ
り

、
保
留

人
口

フ
レ

ー
ム
の

範
囲
内

に
お

い
て

、
１
４

ヶ
所
約
９
４
ｈ
ａ
に

つ
い
て
市
街
化
区
域
に
編
入
す
る
も
の
で
あ
る
。
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第３７９２号議案 

                         ２ ９ 都 第 １ ３ ９ １ 号 

                         福岡県都市計画審議会 殿 

 

 

 

都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第２１条第２項の規定において準用する同 

法第１８条第１項の規定に基づき、次の事項について付議します。 

 

 

 

久留米小郡都市計画区域区分の変更（福岡県決定）について 

 

 

 

平成２９年８月２８日 

 

                      福岡県知事 小 川  洋 

13



 

 

久留米小郡都市計画区域区分の変更（福岡県決定） 

 

都市計画区域区分を次のように変更する。 

 

 

１ 市街化区域及び市街化調整区域の区分 

「計画図表示のとおり」 

 

 

２ 人口フレーム 

                    年  次 

区  分 

平成２２年 平成３２年 

（基準年） （基準年の１０年後） 

都市計画区域内人口 ２９５千人 ２９１千人 

 

市街化区域内人口 ２４４千人 ２４４千人 

 

配分する人口 - ２４２千人 

保留する人口 - ２千人 

 
（特定保留） - ０人 

（一般保留） - ２千人 

 

理 由 

別紙のとおり 

14



 

 

別紙 

 

理 由 書 

 

本都市計画区域は「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」における「区域区分の決定

の有無及び区域区分を定める際の方針」として、「区域区分」を定めることとしています。 

今回の見直しは、この「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」及び平成２４年度に実

施した都市計画基礎調査に基づき、人口フレームを見直し、これに対応した市街化区域の設定

を行うものです。 

なお、今回の変更により、２地区の市街化区域編入を行います。 
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新
 

旧
 

 

都
市
計
画
区
域

区
分
を
次
の

よ
う
に
変
更
す

る
。
 

 

 

１
 

市
街

化
区

域
及

び
市

街
化

調
整

区
域

の
区

分
 

「
計
画
図
表
示
の
と
お
り
」
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人
口

フ
レ

ー
ム

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
次

 

区
 

 
分
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成

２
２

年
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成
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２

年
 

（
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準
年
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準
年

の
１

０
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後
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都
市
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画

区
域

内
人

口
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９
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千

人
 

２
９

１
千

人
 

 

市
街

化
区

域
内

人
口

 
２

４
４

千
人

 
２

４
４

千
人

 

 

配
分

す
る

人
口

 
-
 

２
４

２
千

人
 

保
留

す
る

人
口

 
-
 

２
千

人
 

 
（
特

定
保

留
）
 

-
 

０
人

 

（
一

般
保

留
）
 

-
 

２
千

人
 

 

 

 

都
市
計
画
区

域
区
分
を
次
の

よ
う
に
変
更
す

る
。
 

 

 

１
 

市
街

化
区

域
及

び
市

街
化

調
整

区
域

の
区

分
 

「
計
画
図
表
示
の
と
お
り
」
 

   

２
 

人
口

フ
レ

ー
ム

 年
 
次
 

区
 
分
 

平
成
1
7
年
 

平
成
2
7
年
 

都
市
計
画
区
域
内
人
口
 

5
7
.
5
千
人
 

6
0
.
1
千
人
 

市
街
地
内
人
口
 

3
9
.
5
千
人
 

4
2
.
1
千
人
 

※
平
成
2
7
年
の
市
街
地
内
人
口
に
は
、
保
留
人
口
を
含
む
。
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新
 

旧
 

 理
由
  

別
紙
の
と
お
り
 

 

 

 

                      

  

 

理
由
  

別
紙
の
と
お
り
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新
 

旧
 

別
紙

 

 

理
 
由
 

書
 

 

本
都
市
計
画
区
域
は
「
都

市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」
に

お
け
る
「
区
域
区
分
の
決
定

の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針
」
と
し
て
、
「
区
域
区
分
」
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

今
回
の
見
直
し
は
、
こ
の

「
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

」
及
び
平
成
２
４
年
度
に
実

施
し
た
都
市
計
画
基
礎
調

査
に
基
づ
き
、
人
口
フ
レ

ー
ム
を
見
直
し
、
こ
れ
に

対
応
し
た
市
街
化
区
域
の
設
定

を
行
う
も
の
で
す
。
 

な
お
、
今
回
の
変
更
に
よ
り
、
２
地
区
の
市
街
化
区
域
編
入
を
行
い
ま
す
。

 

                    

  

別
紙

 

 

理
 
由
 
書
 

 

今
回

の
見

直
し
で

は
、
現
在

既
に
定

め
ら
れ
て

い
る
区
域

区
分

、
す
な

わ
ち
市
街

化
区
域

の
具
体

的
な
範
囲

を
変
更
す

る
も
の
で
は
な
く
、

平
成

１
９
年

度
に

実
施

し
た
都

市
計
画

法
第

６
条

に
基
づ

く
都
市
計
画
に
関
す

る
基
礎
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
人
口
フ
レ
ー
ム
の
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。
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第３７９３号議案 

                         ２ ９ 都 第 １ ３ ９ １ 号 

                         福岡県都市計画審議会 殿 

 

 

 

都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第２１条第２項の規定において準用する同 

法第１８条第１項の規定に基づき、次の事項について付議します。 

 

 

 

大牟田都市計画区域区分の変更（福岡県決定）について 

 

 

 

平成２９年８月２８日 

 

                      福岡県知事 小 川  洋 
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大牟田都市計画区域区分の変更（福岡県決定） 

 

都市計画区域区分を次のように変更する。 

 

 

１ 市街化区域及び市街化調整区域の区分 

「計画図表示のとおり」 

 

 

２ 人口フレーム 

                    年  次 

区  分 

平成２２年 平成３２年 

（基準年） （基準年の１０年後） 

都市計画区域内人口 １３３千人 １２１千人 

 

市街化区域内人口 １１９千人 １１３千人 

 

配分する人口 - １１３千人 

保留する人口 - ０人 

 
（特定保留） - ０人 

（一般保留） - ０人 

 

理 由 

  別紙のとおり 

20



 

 

別紙 

 

理 由 書 

 

本都市計画区域は「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」における「区域区分の決定

の有無及び区域区分を定める際の方針」として、「区域区分」を定めることとしています。 

今回の見直しは、この「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」及び平成２４年度に実

施した都市計画基礎調査に基づき、人口フレームの変更を行うものです。 
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新
 

旧
 

都
市
計
画
区
域

区
分
を
次
の

よ
う
に
変
更
す

る
。
 

 

 

１
 

市
街

化
区

域
及

び
市

街
化

調
整

区
域

の
区

分
 

「
計
画
図
表
示
の
と
お
り
」
 

 

 

２
 

人
口

フ
レ

ー
ム

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 

次
 

区
 

 
分

 

平
成

２
２

年
 

平
成

３
２

年
 

（
基

準
年

）
 

（
基

準
年

の
１

０
年

後
）
 

都
市

計
画

区
域

内
人

口
 

１
３

３
千

人
 

１
２

１
千

人
 

 

市
街

化
区

域
内

人
口

 
１

１
９

千
人

 
１

１
３

千
人

 

 

配
分

す
る

人
口

 
-
 

１
１

３
千

人
 

保
留

す
る

人
口

 
-
 

０
人

 

 
（
特

定
保

留
）
 

-
 

０
人

 

（
一

般
保

留
）
 

-
 

０
人

 

 

 
 

 

都
市
計
画
区

域
区
分
を
次
の

よ
う
に
変
更
す

る
。
 

 

 

１
 

市
街

化
区

域
及

び
市

街
化

調
整

区
域

の
区

分
 

「
計
画
図
表
示
の
と
お
り
」
 

   

２
 

人
口

フ
レ

ー
ム

 年
 
次
 

区
 
分
 

平
成
1
7
年
 

平
成
2
7
年
 

都
市
計
画
区
域
内
人
口
 

1
4
1
.
0
千
人
 

1
3
1
.
3
千
人
 

市
街
地
内
人
口
 

1
2
5
.
1
千
人
 

1
1
6
.
8
千
人
 

※
平
成
2
7
年
の
市
街
地
内
人
口
に
は
、
保
留
人
口
を
含
ま
な
い
。
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新
 

旧
 

 

理
由
  

別
紙
の
と
お
り
 

 

                       

  

 

理
由
  

別
紙
の
と
お
り
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新
 

旧
 

別
紙

 

 

理
 
由
 

書
 

 

本
都
市
計
画
区
域
は
「
都

市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」
に

お
け
る
「
区
域
区
分
の
決
定

の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針
」
と
し
て
、
「
区
域
区
分
」
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

今
回
の
見
直
し
は
、
こ
の

「
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

」
及
び
平
成
２
４
年
度
に
実

施
し
た
都
市
計
画
基
礎
調
査
に
基
づ
き
、
人
口
フ
レ
ー
ム
の
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。
 

                     

  

別
紙

 

 

理
 
由
 
書
 

 

本
都

市
計

画
区
域

は
「
都
市

計
画
区

域
の
整
備

、
開
発
及

び
保

全
の
方

針
」
に
お

け
る
「

区
域
区

分
の
決
定

の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針
」
と
し
て
、
「
区
域
区
分
」
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

今
回

の
見

直
し
は

、
こ
の
「

都
市
計

画
区
域
の

整
備
、
開

発
及

び
保
全

の
方
針
」

及
び
平

成
１
９

年
度
に
実

施
し
た
都
市
計
画
基
礎
調
査
に
基
づ
き
、
人
口
フ
レ
ー
ム
の
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。
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第３７９４号議案 

                         ２ ９ 都 第 １ ３ ９ １ 号 

                         福岡県都市計画審議会 殿 

 

 

 

都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第２１条第２項の規定において準用する同 

法第１８条第１項の規定に基づき、次の事項について付議します。 

 

 

 

北九州広域都市計画臨港地区の変更（福岡県決定）について 

 

 

 

平成２９年８月２８日 

 

                      福岡県知事 小 川  洋 
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北九州広域都市計画臨港地区の変更（福岡県決定） 

 

 都市計画臨港地区を次のように変更する。 
 

名  称 面  積 備     考 

苅田港臨港地区 

 

886.5ha 

 

分区名称 面 積 規 制 内 容 

商 港 区 
 

73.0ha 福岡県県営港湾の臨港地区 

内の分区における構築物の 

規制に関する条例（昭和４０ 

年福岡県条例第２５号）のと 

おり 

特殊物資港区 45.7ha 

工業港区 
 

726.0 ha 

漁港区 1.9 ha 

修景厚生港区 
 

38.9 ha 

無分区 
 

1.0 ha 
 

 「位置及び区域は計画図表示のとおり」  

 

 

理 由 

        公有水面埋立の竣功により、新たに臨港地区に指定すべき区域が生じたため。 
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新旧対照表 

 

（   ）は旧 
 

名  称 面  積 備     考 

苅田港臨港地区 
886.5ha 

(847.8) 

分区名称 面 積 規 制 内 容 

商 港 区 
73.0ha 

(72.0) 福岡県県営港湾の臨港地区 

内の分区における構築物の 

規制に関する条例（昭和４０ 

年福岡県条例第２５号）のと 

おり 

特殊物資港区 45.7ha 

工業港区 
726.0 ha 

(690.0) 

漁港区 1.9 ha 

修景厚生港区 
38.9 ha 

(37.2) 

無分区 
 

1.0 ha 
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第３７９５号議案 

                          ２ ９ 都 第 １ ３ ９ １ 号 

                          福岡県都市計画審議会 殿 

 

 

 

景観法（平成１６年法律第１１０号）第９条第８項の規定において準用する同条第２ 

項の規定に基づき、次の事項について意見を聴取します。 

 

 

 

京築広域景観計画の変更（福岡県策定）について 

 

 

 

平成２９年８月２８日 

 

                      福岡県知事 小 川  洋 
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京築広域景観計画の変更（福岡県策定） 京築広域景観計画の変更（福岡県策定） 京築広域景観計画の変更（福岡県策定） 京築広域景観計画の変更（福岡県策定） 
 

京築広域景観計画を次のように変更する。 

 名    称 位       置 備考 

１ 工業市街地の景域 京都郡苅田町鳥越町の一部 追加 

2 景観形成重点地区 京都郡苅田町鳥越町の一部 図の変更 

「区域は計画図表示のとおり」 

 

 

理由 

    

当計画の対象地区である苅田町域で公有水面の埋立てが行われ、新たな土地が生じたので、市街

化区域編入にあわせ、当該土地の区域について景観計画の変更を行うものである。 
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